






■ 生産量 温州：35,000t 中晩柑：14,000t ■ 市場出荷量 温州：30,000t 中晩柑：13,000t
■ 協力組織の連携強化 活動回数：20回／年
重点実施事項 2026.3 月末具体的取組進捗状況 目 標 値

１．市場出荷数
量の確保

●定期的な山回りを実施、「ライン」や「にまる」を活用し情報
発信を行いました。

●改植促進では、国の改植事業とＪＡ果樹活性化事業で温州、
中晩柑合わせて18.22haの実績となっています。

●マルチドリップは20ヶ所６ha、マルチ被覆は302haの実績
となりました。

●肥料助成として137,598袋に１袋50円の助成を行いまし
た。

●21,208袋／年の石灰資材の施用実績となりました。

営農指導員定期園地回り
１回／週
改植

温州みかん35,000本／年
中晩柑 25,000本／年
マルチドリップ20園地／年
マルチ被覆面積300ha／年

石灰資材施用袋数
30,000袋

２．補助事業の
有効活用

●園内道10園地、個人スプリンクラー11園地、単軌道整備47
園地、点滴潅水20園地を実施しました。

●104の園地で38㎞の防護柵整備を実施しました。
●年間2,041頭のイノシシと72頭のシカを捕獲しました。

補助事業対象農家数
125園地

鳥獣害対策取組園地
150園地

３．協力組織の
連携強化

●令和７年度の同志会会員数は320名で研修会は２回開催、食
育活動は７か所で実施しました。

●消費拡大ＰＲを３回／年実施、オレンジデー、伊予柑、首都
圏の量販店での試食ＰＲ販売を実施しました。

研修会の開催３回／年
食育活動実施５ヶ所／年
消費拡大ＰＲ２回／年

●令和７年度の女性部会員数は387名で女性部セミナー、フ
レッシュミズ交流会３回、営農購買部会見本市、健康のつど
いを実施しました。視察研修、みかんマイスター研修を実施、
みかんツリー、女性部カレンダーの作成、手作り加工品展の
開催等のＰＲ活動も実施しました。

●ミカンマイスターの研修会は３回開催しました。

研修・講習会４回／年
ＰＲ活動３回／年
マイスター研修３回／年

営農経済部
営農指導・企画・組織

高品質安定生産への取組強化と市場出荷量の確保・補助事業の
有効活用による軽労働化／協力組織会員の維持と活動の活性化

重点実施事項 2026.3 月末具体的取組進捗状況 目 標 値

１．担い手支援
●今年度は表年という事もあり、21,060人役/年のアルバイ
ターの受入れをしました。

●農作業支援は７名体制で1,694人役/年の支援を行いまし
た。

アルバイター事業
20,000人役／年
ＪＡ農作業支援事業
1,750人役／年

２．担い手確保
Ｉターン就農者
事業継承者数
３名／年

●相談会への出店を６回行い40名の面談者があり、２名の農
業体験の受入れがありました。研修生は６名、令和８年度に
４名が就農予定です。

●現在1.5haの栽培管理を実施、Ｒ８年４月に1.1haを研修生
に引継ぐ予定です。

体験５人／年
研修生２人／年
新規就農・事業継承３名／年

■ 栽培面積 温州：1,306ha 中晩柑：1,008ha

営農経済部
農業支援・経営対策

新規就農者（Ｉ・Ｕターン）の確保・優良園地の維持・次世代
継承／農作業支援の充実／管内生産農家戸数・栽培面積の維持



購買予約体制の強化と営農指導・販売部門との連携強化による
供給高の向上

重点実施事項 2026.3 月末具体的取組進捗状況 目 標 値

１．長期安定供
給の確立

●各品種とも問題なく荷造りができました。今年度より各スマ
ル品目、格外２を撤廃し、等級指数を設けました。

●生産基準を上げるため、夏期マルチ支援を行い、高品質な商品
ができました。

●今年度より共選だよりを年６回発行し、生産状況、販売状況の
報告、市場担当者の紹介等、情報の共有に努めました。

●令和９年度開始に向けて家庭選別代行・集荷代行のモデル事
業の検討を進めています。

市場出荷数量
温州みかん30,000t
中晩柑13,000t

２．小売宅配数
量の増大

●旬感便冬号の売上が前年対比112％の実績、クレジット決済、
WEB決済（PayPay）、コンビニ決済の導入によりWEBでの
注文比率が65％と大幅に上昇しました。

令和９年度供給高
500百万円／年

３．荷造り経費
の節減

●令和７年産の受入れ数量（加工含む）は44,600ｔで予想を大き
く上回る結果となりました。今後は広域選果場の処理能力を見
ながら中晩柑の広域選果場への集約を検討しています。

生産者データシステム構築
令和8年度導入予定

４．共選（施設）
再編

●広域選果場工事は令和８年10月稼働に向けて順調に進んでい
ます。

●２月26日に共選再編委員会を開催、今後は共選毎にヒアリン
グを行います。令和８年９月と令和９年３月に中間での検討
を行う予定です。

共選運営委員会検討
随時

■ 果実販売高 温州：100億円 中晩柑・落葉：50億円

青果販売部
共販率向上による長期安定供給の確立と選果場事務処理の効
率化／委託荷造り体制整備と選果場施設の有効活用

重点実施事項 2026.3 月末具体的取組進捗状況 目 標 値

１．経済部門供
給高の確保

3,348百万円

●肥料供給高603百万円、農薬供給高1,361百万円、生産資材
283百万円、石油製品926百万円の実績となりました。農薬
は価格の見直しを行い予約注文増加を図るとともに、年間予
約購入者に対しては１％の還元措置を実施しました。

令和9年度供給実績目標
肥料617百万円
農薬1,318百万円
生産資材270百万円
石油961百万円

２．生活部門供
給高の確保

1,152百万円

●店舗・主食供給高311百万円、耐久・電器供給高60百万円、
日用雑貨供給高92百万円の実績となりました。店舗について
は年間２％程度客数の減少、耐久・電器では、石碑・パソコ
ン・補聴器等の好調で計画を達成しました。愛飲ジュースの実
績は年々減少傾向の中、価格の上昇で目標に到達しました。

令和9年度供給実績目標
店舗･主食276百万円
耐久･電器55百万円
日用雑貨88百万円

■ 経済事業事業総利益(Ｒ 9） 6億 8,100万円
営農経済部

経済

重点実施事項 2026.3 月末具体的取組進捗状況 目 標 値
１．情報収集による
個人貯金の純増
1,320億円

●アプリプラス獲得件数109件の獲得
●ＭＡ獲得定期貯金実績3,716百万円（82.6％）、個人貯金
残高1,298億円（98.3％）の実績となっています。

定期貯金獲得
45億円／年

２．年金保有対策
年金口座件数
8,800件

●年金予約リスト3,507件中1,872件の訪問を実施し、
153件の予約獲得ができました。

●年金指定替えリスト2,062件中1,180件の訪問を実施
し、97件の指定替えができました。

年金予約獲得
250件／年

競合他社からの指定替
150件／年

３．ＦＤ原則に拠る
推進活動

●FD原則2.(1)の③「金融商品の販売においては商品の特
性、想定する販売対象の適合性を十分に行い、自らの責任
で金融商品の販売を行います」を追加しました。

組合員・利用者本位の
業務運営

■ 総貯金残高目標 1,522億円
金融部
調達

生活メインバンク機能強化による経営基盤の安定化



重点実施事項 2026.3 月末具体的取組進捗状況 目 標 値

１．組合員・利用者
本位の事業運営
（ＦＤ）

●３Ｑ訪問ではＬＡ・スマサポ・一般職員による活動を実施
し、16,644件の実績となりました。

３Ｑ訪問活動人数
22,000人／年

２．推進総合
7,310,000Ｐ

●新仕組がん共済を中心に質問型推進を実施し、826,022
Ｐの実績となりました。

●災害への備え、建築費高騰に対するアプローチを行い、
687,232Ｐの実績となりました。

●短期の日、見積キャンペーンによる新規契約獲得を行い、
657,641Ｐの実績となりました。

ひと基準実績
925,000Ｐ
いえ基準実績
465,000Ｐ
くるま基準実績
600,000Ｐ

３．事業の効率化
Webマイページ

の登録

●ＬＡ・スマサポを中心に訪問時にWebマイページの推進を
行い累計で2,899人（12.7％）の登録をいただきました。

●新任担当者に現場急行研修会を実施しました。２月末時
点で現場急行実施率96.2％となっています。

Webマイページの登録率
23％

現場急行率
90％以上

共済部
「組合員・利用者本位の業務運営（ＦＤ原則）」の実現と事業実
施基盤・経営基盤強化／共済事業基盤の確保
■ 契約者人数 22,000人

重点実施事項 2026.3 月末具体的取組進捗状況 目 標 値

１．組合員数の増加
と次世代対策

組合員数9,600人

●年間で女性新規組合員は136名の加入をいただきました
が3,405名と減少、構成割合は33.4％となりました。

●令和７年度は支店祭りは予定通り開催、地区別座談会も
11会場で開催、年明けには明日の果樹を語る会も開催し、
要望についても意見交換を行いました。

女性組合員比率
33％

座談会・イベントの開催
１回／年・各事業所

２．安定した
事業継続・
職場の活性化

●令和７年度は、中央会研修に58名が参加、職員認証試験
では初級が８名受験し２名、中級が９名受験し２名、上級
が６名受験し４名が合格しましたが合格率は34.8％にと
どまりました。

●今年度ホームページをリニューアルし、情報発信を強化
しました。「職員紹介制度」「職員復職制度」の導入を検討
します。令和７年度は新卒３名（男２名・女１名）の採用
がありました。

新規採用人数
10名

ＪＡの活性化への取組強化
■ 自己資本比率 23.5％

総務管理部
総務企画・人事・経理電算・リスク管理

重点実施事項 2026.3 月末具体的取組進捗状況 目 標 値

１．ローン及び農業
融資の強化
証貸残高80億円

●農業メイン強化先訪問では83件中83件の訪問を実施し、
農業融資新規実行額は１億9,771万円の実績となりまし
た。

農業融資新規実行額
200百万円

２．余裕金運用
有価証券残高
貯証率13％以上

●令和７年度購入計画20億円に対し買戻しによる33億円
と上期５億、下期５億の合計10億の購入、有価証券利息
は238百万円となりました。現在の貯証率は10.0％と
なっています。

有価証券利息
300百万円／年

金融部
資金運用

組合員利用者のニーズに合った各種ローンの提案と営農部門と
の連携によるニーズに合った農業資金の提案／収益力の強化・
安定化 ■ 総貸出金残高 8,500百万円


